
車椅子クッション 使い分け早見表（A4）

基本情報

患者 ID 評価日

評価者 場所

① 優先順位（最初に固定）

優先 チェック（該当に ✓） メモ（短文）

分散（褥瘡） □ 発赤／既往  □ 除圧困難 皮膚変化を最優先で見る

安定（前滑り） □ 前滑り  □ 仙骨座り 崩れ方（骨盤後傾等）を先に修正

両方（複合） □ 分散も安定も必要 ハイブリッドや支持具も同時検討

② 購入・レンタル前チェック 5 点

確認ポイント 見る場所 落としどころ（短く）

サイズ 採寸／内寸／外寸 まずサイズ一致。微調整は支持で補う

厚み 座高／足／移乗 底付き回避の最小厚。足と移乗を同時に再設定

分散 vs 安定 褥瘡／前滑り ボトルネックを先に決める

管理負担 点検／清拭 管理できる設計（無理ならフォーム寄り）

再評価 試適／交換 導入 1〜2 週で再評価できる体制

③ タイプ仮決定（まずの方向性）

タイプ 向いている例（目安） 注意点（運用）

フォーム 前滑り／骨盤後傾が強い。軽量重視。 座高が変わる。支持線（骨盤・大腿）を合わせる

空気セル 褥瘡ハイリスク。除圧が難しい。 空気量点検が必要。過充填は不安定・前滑り

流動体・ゲル ズレ・せん断が気になる。硬さが苦手。 重量増に注意。沈み込み偏位を早めに再評価

ハイブリッド 分散も安定も必要（複合例）。 調整手間・重量・コストの許容を共有する

メモ（試適で見たこと／次の修正）
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